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来年はよろしくお願いします。（北川次年度理事長予定者）

１．９月例会                                  （栗本　淳二君）
２．経営力向上セミナー	 　　　（高月　龍樹君）
３．10 月例会　　　　　　　　　（小野　隆義君）
４．キッズワーキング　　　　　（栗原　大高君）
５．11 月例会　　　　　　　　　（後藤　功二君）
６．忘年例会　　　　　　　　　（日野　恵輔君）
７．JC カップミニサッカー大会、野球大会



　9 月 10 日に「わんぱく冒険学校の継続に向けて」と
題して、担当例会を開催させて頂きました。改めまし
て、8 月に行いました「第 2 回わんぱく冒険学校」に
ご協力頂きましたメンバーの皆様には深く御礼申し上
げます。ありがとうございました。2007 年にもわんぱく冒険学校を開催さ
せて頂きましたが、多額の費用が掛かり 1 度きりの事業となっていました。
本年度は理事長の思いのもと、今後の府中 JC の新たな看板事業として継続
させていくことを視野に入れ、予算面・安全面・プログラム内容等を考慮し、
三次の江の川カヌー公園で開催致しました。
　例会では、参加者のアンケートを元にグループワーク形式で参加を頂いた
メンバーの感じたことや子ども達の様子、また問題点や改善するべきことな
どの意見を出してもらい、さらに今後の方向性や可能性についても話し合っ
て頂きました。様々な視点から多くの意見を頂戴することができました。ア
ンケート結果では、「来年も参加したい」という子ども達がほとんどで、こ
ういった事業のニーズや必要性を実感致しました。しかし、楽しい場を提供
するだけの事業にならないよう、事業の目的を再確認し、それに向けての手
法をしっかり協議していかなければならないと思いました。
　また例会という貴重な時間を頂けたことで、多くのメンバーで情報の共有
できたのではないかと思います。皆様から頂いた貴重な意見を、次年度にしっ
かりと引き継ぎを行いたいと思います。そして今後、回を重ねていくことに
より我々が目指す地域に根付いた活動の一つとなるように期待します。
最後になりますが、出向して頂きました委員会メンバーの皆様には、多忙な
中、ご尽力賜り大変お世話になりました。ありがとうございました。
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わんぱく冒険学校実行委員会　委員長
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　10 月 17 日に商工会議所にて、講師に石原広一先輩
をお迎えして「経営力向上セミナー」と題して研修事
業を行いました。
　セミナーでは「お金」に関する知識と知っていれば
必ず経営に役立つ手法・情報などを実践的に学びました。今回のテーマ（経
営）について、2 時間程度で「伝え」かつ「学ぶ」ことは、困難なことであっ
たかもしれません。しかし、この「学び」「気付き」を持ち帰り、個々が今
後の課題として意識して頂ければ、今年 1 年を通して私の期待した活動目

標たり得ると考えます。私達は、新たな知識を取り
入れ、自己の現状を理解、認識する行動（研修事業）
は、地域の今後を担う経済人として常に取り組むべ
きものであると考えます。今後も引き続きこのよう
な事業展開を続けていければ、会員の資質向上に寄
与するものとなり、地域における青年会議所活動の
存在意義を高めるものと考えます。

２．経営力向上セミナー

　府中学びフェスタの中で弁護士菊池幸夫先生に講演
をして頂きました。当日は各会場で同じ時間帯に様々
なイベントが開催されたため、当初の目標動員数には
全然足りなかったのは残念でした。しかし、講演内容

は非常に素晴らしく、知名度の高い菊
地幸夫先生から子育てについて役に立
つ話が聞くことができました。
　開催にあたり、市との打ち合わせの
難しさを痛感した事業でしたが、次年
度以降にきちんと引き継いでいきたい
と思います。

青少年育成委員会　副委員長
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３．10 月担当例会



　11 月 12 日に行われた当会議の担当例会では、在籍
中の歴代理事長によるパネルディスカッションと会議
で話し合ってきた今後の行動指針を発表しました。
　パネルディスカッションでは理事長を経験した、吉
元顧問、高端直前理事長、益川理事長がパネラーとなり、どんな思いで理事
長という職に臨み、思い出に残る事業について話して頂きました。特に今年
で卒業される吉元顧問は、「失敗することを恐れず、今後も進んでほしい」
と私達にエールを送って下さいました。また、日野議長が今後の行動指針と
して「人が心を交わし合い、絆を深めるまちづくり」の実践の必要性を述べ、

JC 活動サポート会議　幹事
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５．11 月担当例会

　　去る 10 月６日～７日の２日間にわたり、キッズ
ワーキングを開催させて頂きました。キッズワーキン
グは小学生４年生から６年生の職業体験でラーメン屋
さん、雑貨屋さん、お菓子屋さんの企画から運営を子
ども達にしてもらう事業です。前日は子ども達の自由な発想の下、手作りの
看板や衣装、商品の工夫をして製作をしました。グループごとに一致団結し
て販売の促進方法を考える子ども達は生き生きとし、当日の販売に向けて一

生懸命がんばりました。
　販売当日は浅野味噌様の蔵祭りに出店という
こともあり、朝早くから大変たくさんのお客様
がきていて、子ども達は緊張していましたが、
時間がたつにつれて大きな声がでるようになり、
自分達で販売して歩いたり、大人でないと難し

いと思っていた作業も自分から進んでできるようになり、我々メンバーも子
どもの自主性を垣間見れた気がいたしました。
　２日間にわたりメンバーの方々には多大なご協力を賜り大変感謝しており
ます。ありがとうございました。　

４．キッズワーキング

青少年育成委員会　委員長
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　12 月 8 日、末広殿にて忘年例会を開催、15 名の特
別会員の皆様を交えて盛大に開催することができまし
た。
　卒業式では、吉元顧問、浦上監事をはじめ、5 名の
卒業生を無事送り出すことができました。卒業生挨拶で吉元顧問は、「私は
みんなのおかげで理事長も経験できたし、その大役も乗り切ることができま
した。現役の皆さんにはとにかく、頑張ってほしい。一生懸命しなければ何
もならない」と最後の言葉を送って下さいました。懇親会ではメンバーが先
輩に今年の事業の無事終了を報告に酒を注ぎ、メンバー同士がお互いの労を
ねぎらったほか、北川次年度理事長
予定者から来年の意気込みを述べて
もらいました。
　卒業式並びに懇親会では不手際が
目立ちましたことを深くお詫びいた
します。1 年間例会設営にご協力頂
きました皆様、ありがとうございま
した。

６．忘年例会

JC 活動サポート会議　議長
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７．JC カップミニサッカー大会、野球大会

【第 15 回 JC カップミニサッカー大会】
　前日準備の大雨とは裏腹に当日は何とか天気に恵まれ無事開催することが
できました。泥だらけになりながら、いつも試合に出られない子どももハツ

我々がまちに希望や夢を与える存在でなければならないことを改めて確認し
ました。最後に、府中青年会議所が
創立 50 周年を来年に控えることもあ
り、周年実行委員長を務める益川理事
長からどんな 50 周年式典・記念事業
にしたいかが説明され、メンバーの周
年事業に対する意識を高揚に繋がっ
たものと思います。
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10 月度のスマイルボックス
◆９月例会無事終了（藤岡副理事長、栗本実行委員長）
◆総会にて承認
　　　（北川次年度理事長予定者、後藤監事予定者、安原監事予定者）
◆会員大会無事終了（益川理事長、森山専務）
◆キッズワーキング無事終了（藤岡副理事長、栗原委員長）
◆経営セミナー無事終了（藤本副理事長、高月委員長）
◆湖畔フェスタ無事終了（益川理事長、森山専務）
◆ 10 月誕生日の皆様
　　　　　（千葉一志君、藤本英一郎君）

11 月度のスマイルボックス
◆ 10 月例会無事終了。（藤岡理事長、栗原委員長）
◆ 11 月誕生日の皆様
　　　　　（井上達也君、浦上壮平君、櫻木正彦君、野宗治君）

12 月度のスマイルボックス
◆ 11 月例会無事終了。（日野議長）
◆世界大会お疲れ様でした（益川理事長）
◆３JC 野球大会お疲れ様でした（澤田綱一監督、河村晋丞キャプテン）
◆第二子誕生おめでとうございます（森山修平君）
◆第三子誕生おめでとうございます（栗本淳二君）
◆ 12 月誕生日の皆様
　　　　　（澤田綱一君、先納雅尚君、森山直洋君、吉元大裕君）

ラツとしたプレーを見せてくれました。みんながサッカーを通じて協調する
ことの大切さ又、仲間と喜びの共有を感じてもらえた事業となりました。

【第 37 回 JC 旗争奪少年野球大会】
例年になくハイレベルな試合が展開されました。この大会は、上位チームに
はメダルを授与される数少ない大会の一つです。全員が日頃の練習の成果を
出すために全員が一丸となり大きな声を出して頑張っていました。目標を
持って一生懸命戦っていた姿を見てとれ感動した事業となりました。


